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窒息時の尿中尿酸クレアチニン比について

東京女子医科大学法医学教室（主任 吉成京子教授）

阿部和枝・猪熊テ■・池本二丁ア  ベ  カズ  x  イノ  クマ        イケ  モト シデ  ノ1）

（受付昭和34年6月20H）

         まえがき

 生体が外来刺激に対してその内部環境を一定に

保つことが，生命の維持に当って極めて大切な要

素であることは，Cannon 1）によって強調され，

Cannonは自律神経因子，特に交感神経・…・・副腎

髄質系の機能発動だと述べており，Selye 2）はこ

れについて，純体液性，内分泌因子，特に下垂体

前葉t一一…副腎皮質系の機能発動を強調している。

 窒息という状態を実験的に生体に惹起する方法

はいろいろあるが，もっとも一般的な絞頸という

手段が，Selyeのいう，ストレッサーとして生体

に作用するであろうことは容易に推定されること

である。Selyeは生体にストレスを加えた場合の

警告反応として，白血球の増加，リンパ球の減

少，好酸球の減少等をあげている。またThorn 5）

らは，副腎皮質の機能不全の患者にACTHをあ

たえ，その4時間後における循環好酸球数および

尿中の尿酸クレアチニン比を測定し，処置前の値

と比較し，副腎機能を推察することを提唱してい

る。窒息時にわける血意中のクレアチンおよび，

クレアチニンの消長に醤ついては，池田4）が各種

条件下におけるこれらの定量をおこない，絞殺例

においては痙攣最強期，呼吸廃絶期において窒息

前の5～6倍に増’加すると報告している。

 私達は前に，窒息方法としての絞頸がストレッ

サーとしてどれだけ作用するかについて，ラッチ

を実験動物として一分聞絞頸し，蘇生させて4時

間後の循環好酸句数を測定し，30％の減少率を示

すことを報告した5）。これに引続いて，尿中の尿

酸クレアチニン比を測定したので，ここに報告す

る。

        実験方法

 ）1）実験動物

 ラツテ：飼育条件を一定に保つた体重100・v1SO 9

のものを3匹一群として用いた。

 （ll）実験方法

 ① 正常時における尿の採取

 ラツテ3匹を一群として，採尿胃一｝上の金綱ケー

ジに入れ絞頸処置をおこなう前日，Am 9時（前日

のPm 5時よりの16時間尿）， Pm 1時（A皿9時より

Pm 1時までの4時間尿）， Pm 5時（Pm 1時よりPm

5時までの4時間尿）の3回転わたって採尿し，これ

を源過して用いた。

 （2〕窒息処置尿の採取

 Pm 1時採尿後，直ちに細紐で1分間絞頸してラツ

テを失神状態に至らしめたのち，細紐をといて入工呼

吸を施して蘇生させ，さらに4時間経過後，すなわち

Pm 5時に貯溜した尿を採取し，源過したものを検査

尿として用いた。

 （3）光電比色計はアタゴ光学器械製作所製のものを

用い，尿酸の定量はCyanid Urea法ユ5）に従い，ク

vアチニンの定量はJaffe 15）氏法によった。

 イ）尿酸の定量

 よく湿和した源過尿1ccに蒸溜水を加えて10ccと

し，その稀釈尿1ccに対して1／12 NのH2SO48ccを

混和して，これ｝こ10％タングステン酸ソーダ1ccを滴

下しはげしく振る。その炉液2．5ccと蒸溜水2． 5 cc

を加え，これにCyanide Urea試薬3ccを混和し，

さらに燐タングステン酸液1cc宛を加えて，さらに蒸

溜水を加えて15ccとしたのちよく混和し，直射光を
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避けて60分窒温に放置後Blankを100％の透過率目

盛に合せて被検尿の透過率を読んだ。これを標準グラ

フに代入し，その価に10を乗じて尿酸を定量した。

 Filter 770 mlb （Red）

 口）クVアチニンの定量

 よく混和した演過尿1ccに蒸溜水を加えて10 ccと

し，この1ccをコルベン｝ことり1／12 N H2SO48cc

を加えてよく混和し，10％タングステン酸ソーダ1cc

を滴下，これを遠心分離（1，500RPM 10分）してそ

の」：二二5ccに対してAlkaline Picrate試薬2．5cc宛

を加え25。Cの温浴中｝C 60分間放置し， Blankを100

％の透過率目盛に合わせてのち被検液の透過率を求

め，標準グラフに代入して求めて得た価に20を乗じて

クvアチニン量を得た。Filter 520 mμ（Green）

 （4）統計的取扱は，M＝平均値， m＝平均値誤差，

なお二つの平均値の比較は・聴・（Ml－M2，vXm？＋m；）・

求め，その差が3以上の場合を有意，2以上3以下の

場合には有意に近い差と考えた。

        実験成績

 〔1〕 無処置夜間尿（16時間尿），午前尿（4

時間尿）午後尿（4時聞尿）の尿酸クレアチニン

比について。

 絞頸処置を実施する同一群について前日のAm

9時過Pm 1時， Pm 5時｝こそれぞれ採尿し，その

10倍尿1㏄中における尿酸およびクレアチニンを

定量し（単位mg％），その比を測定した。

 その尿酸のMおよびmは，夜間尿においては

12．61：±0．783，午前尿は13．73±1．423，午後尿

11．051±1．168の値を示した。

 クレアチニンのMおよびmは，夜間尿77．1±

3．983，午前尿57．9±3．912，午後尿40．2±4．076

の値を示した。

 その比は，夜間尿0．289±0．023，午前尿0．242

±0．026，午後尿0．299±0．039の値を示した。

 なお絞頸をおこなう当日，同一一・群ecついて，夜

間尿，午前尿について，尿中尿酸クレアチニン比

を測定した。尿酸のMおよびmは夜間尿18．33土

1．012，午前尿11．98±1．428であり，クレアチ

ニンのMおよび皿は夜間尿8．100±2．983，午前尿

50． 70 ±3． 885の値を示し，その比は夜間尿0．266

±0．0141，午前尿0．226±0．0263であった。

表H 尿酸排泄量（単位mg％）
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表IV尿中尿酸クvアチニン排泄比

1採賄 Am ’ X

Group
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
 10
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Pm ’1
絞頸後
 Pm 5

表V 尿酸クyアチニン排泄量及び尿酸
   クレアチニン比平均値一覧表（1）
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 対照尿を検討した同一群についてPm 1時に細

紐で1分間絞頸し蘇生させ，貯溜して得た4時間

後の尿についてその尿酸およびクレアチニンを定

量してその比を求めた。
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表VI尿酸クレアチニン排泄量および尿酸クレアチニン比平均値一覧表（2）

        考   察

 尿中に排泄されるクレアチニンわよびクレアチ

ニンについて，島村6），Bloch， K 7）は，組織の

代謝産物であって，日々の排泄量は飼料中のクレ

アチニンに関係なき部分，すなわち内因性代謝産

物と認めるべきものであり，各個体によってほぼ

一定しており，摂取蛋白量によって影響を受けな

いと述べている。

 私達は．ラッチ3匹一群より排泄されたものの10

倍尿1CCについて，尿酸はCyanid Urea法ク
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レアチニンはJaffe氏法によって定量し，その

尿中尿酸クレアチニン比を検討したが，実験範囲

内における対照検査即ち無処置群の尿酸量は，夜

間尿において若干多く，午前〉午後の順となる

がその差は僅少である。クレアチニンの：量も尿酸

の場合と同様に，夜間〉午前〉午後の順になって

いる。季節，温湿度とクレアチニン比の関係につ

いては松本8），福山9），鳥居10）1！）らが研究し，

尿酸排泄量は季節的に大差ないが，クレアチニン

排泄量は冬季に減少し，夏季に増加が認められ，

したがってクレアチニン比に変動が生ずるもので

あると説明している。

 吉田2）もこれを認め，おそらく四季による自律

神経性，あるいは，下垂体前葉～副腎皮質性のヒ

トの態性変化によるものではないかと論じてい

る。

 池田5）は血中のクレアチニンを測定し，器械的

窒息においては静脈血に多く，心臓血においては

右心室に多く，これらはいつれも呼吸廃絶期，痙

攣最強期において窒息前の5～6倍になるといっ

ている。

 私達の実験した一分間絞頸蘇生後4時闇尿の10

倍稀釈尿1cc中における尿中尿酸クレアチニン比

のMおよびmは，0．423±0．0433であり，対照の

午前尿（Am 9時～Pm 1時の4時間）との比較

においては有意であり，午後尿（Pm 1時～Pm 5

回転4時間尿）との比較においては有意に近いも

のであると認めた。

 そして，これは，尿酸排泄量にはその差が，き

わめて少ないにもかかわらず，クレアチニン排泄

量に著しい減少が認められ，したがって尿酸クレ

アチニン比が大となったものである。

 私達は，本実験にみられる尿中の排泄クレアチ

ニン量の減少によって生ずる尿酸クレアチニン比

の増加を目して，これは，絞頸という外来刺激が

一つの生体侵襲としてはたらき，その内部環境の

恒常維持の機能発動機転が前述のSelye，渡辺，

吉田等の強調する，自律神経性，あるいは下垂体

前葉性副腎皮質系の機能発動によるものではなか

ろうかと考え，ここに報告した次第である。

         む す び

 飼育条件を同一にした体重100～1509のラッ

チ3匹一群にして，採取した尿の10倍稀釈液1 cc

中に含有される尿酸クレアチニンの定量を，

Cyanid Urea法およびJaffe氏法によっておこ

ない，尿中尿酸～クレアチニン排泄比を測定した

結果はつぎのようであった。

 （1）無処置対照においては，夜間尿（16時間

尿）0．289 ± O． 023，午前尿（4時間尿）O． 242±

0．026，午後尿（4時間尿）0．299±0．039の比を

示した。

 （■） 1分闇絞頸～蘇生4時野冊においては，

0．423±0．043の比を示した。

 （皿）絞頸処置丁丁と，同一の群について前日

実施した同一時闇対照尿との問には有意に近い差

をみとめた。

 （1▽）絞頸処置群尿と同一群の同日午前尿との

間には有意の差を認めた。

 （以上の要旨は昭和31年4月第40次日本法医学

 会総会において発表した）

 おわりにのぞみ，御指導と御校閲をいただいた吉成

教授に深謝致します。
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